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２０１３年１１月１１日

＜報道関係各位＞
一般社団法人 日本化学工業協会
課題解決型の研究活動「新ＬＲＩ」、第２期の委託研究課題を決定
“緊急対応が必要とされる課題”の初採択含む６件を新規採択
一般社団法人 日本化学工業協会（会長：高橋恭平／昭和電工株式会社会長　以下、日化協）はこのほど、「新ＬＲＩ」（Long-range Research Initiative: 化学物質が人の健康や環境に及ぼす影響に関する研究の長期的支援活動）の第２期（２０１３年度）委託研究課題を決定しました。第２期では、指定課題を１件と、公募課題として応募３９件の中から５件の計６件を新規採択しました。第１期からの継続課題１２件とあわせ、新ＬＲＩの委託研究課題数は１８件となりました。今月より順次委託研究を開始いたします。
＜新ＬＲＩについて＞

日化協は２０００年より取り組んできた本活動を抜本的に見直し、支援対象を社会のニーズへの対応や業界が抱える喫緊の課題解決に主眼を置いた「新ＬＲＩ」を昨年度よりスタートしました。
「新ＬＲＩ」では取り組む分野を以下５つに設定しています。

①新規リスク評価手法の開発・評価

②ナノマテリアルを含む、新規化学物質の安全性研究

③小児、高齢者、遺伝子疾患などにおける化学物質の影響に関する研究

④生態・環境への影響評価

⑤その他、緊急対応が必要とされる課題

また、「公募課題」に加え、早期の対応が求められる課題に関する研究を指定する「指定課題」を設けました。
＜第２期委託研究課題について＞

１．指定課題

第２期の委託研究課題では、指定課題として第１期に採択した５件を継続課題としたほか、機能性の高さから利用が広がっているナノマテリアル（②）について、“工業ナノ粒子の溶解性と生体・生態影響評価に関する研究”を新たに指定課題として新たに採択しました。
２．公募課題

公募課題では、７件の継続課題に加え、①分野から３件、③分野から１件、⑤分野から１件をそれぞれ新規採択しました。

①では、“ゼブラフィッシュの神経分化を指標とする化学物質の発達神経毒性評価手法の開発”のほか、“産業利用促進を目指した新規in vitro発生毒性試験の応用研究”、“化学物質による複雑な肝毒性を予測及び評価するためのインビトロ・インシリコ統合型システムの開発”を課題として選定し、動物実験に代わる試験法の開発、実用化に向け研究を進めます。

③では、化学物質が感受性の高い高齢者どのように影響を及ぼすかを測る指標として、“加齢による代謝酵素・トランスポーターの機能変動を考慮した数理モデルを用いた化学物質の体内挙動の定量的予測”を新規採択しました。

⑤の分野は「新ＬＲＩ」として初めて選定した課題で、ASEANにおける環境問題の解決を支援すべく、“メコン川流域における複合的な環境汚染に対する新規網羅的モニタリングシステムの開発とその実効性の検証”を進めます。
２０１３年度　新ＬＲＩ　第２期　採択課題および継続課題
指定課題：６件（第２期新規採択１件［グレー網かけ］）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（敬称略）
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